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令和右 度:

開催支部 :着手県

1蒙神や呼 |げ町||||マ|イパ鉢警■1響 ■ヽ牢4‐1痺|レ|10す●
`ヽ

1事|||||||

◆令和7年7月 3日 (木)◆ 参カロ予定 :約300名
◆花巻温泉 ホテル花巻

令和7年度ブロック大会を豊かな緑に囲まれた温泉郷、花巻温泉で開催いたします。
コロナ禍後も食品衛生業界を取り巻く厳しい社会情勢が続いておりますが、

HACCPに沿つた衛生管理の定着や協会員の確保、協会活動の強化等の課題について、

換の場となるよう努めてまいります。

皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

有意義な意見交

開催支部 :新潟県
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◆令和7年 7月 10日 (木)◆参カロ予定 :約 130名
◆「朱鷺メッセ新潟コンベンションセンター」及び「ホテル日航新漏」

全国的に国内外の観光客が増えており、食の安全確保は、食協の重要な責務ですが、

一方で、会員減少など様々な課題を抱えています。これらの課題にも発展的な意見、

情報交換がいただける会となるよう努めてまいります。また、五つ星発祥の地として、消費者に食の安

心・安全をお届けできるよう、ここ新潟から食の安心・安全の輪を広げてましヽりましょう。

新潟は、海の幸に力日え、お酒とお米のおしヽしい食の宝庫です。世界遺産の島、佐渡金山にはジェットフォ

イルで日帰りできます。皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

開催支部、:三重県
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◆令和7年 7月 3日 (木)◆参カロ予定 :約200名
◆都ホテル 四日市

個人事業者の減少に伴う会員の減少と、許可期限の延長に伴う会費収入の激減によ

り過疎化の進展した支所の運営が危機的状況になり、食品衛生協会の存続が危ぶまれ

る状況になってきました。これを打開するため支所の統合が避けられない状況が、目前に迫りつつあり

ます。このような状況での、食品衛生協会の支所のあり方を皆さまと検討していきたいと思います。
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開催支部 :京都府
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畿令和 7年 7月 2日 (水)0参 カロ予定 :約 150名

0ウ ェスティン都ホテル京都

インバウンド消費が増加するなか、4月 からは2025年大阪・関西万博が開催さ

れ、ますます日本の「食」が注目されることでしょう。

安全・安心な食をli供するための食品衛生普及啓発の重要性やHACCPに沿つた衛生管理の定着等につ

いて活発な意見コ
1青報交換の場となるよう努めてまいります。皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

開催支部 :香川県
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警令和7年7月 17日 (木)0参カロ予定 :約350名
畿」Rホテルクレメント高松
今年は、瀬戸内の島々を舞台に開催される現代アートの祭典「瀬戸内国際芸術祭 lflξ手詔 ..|

2025」 の開催年です (2010年から3年ことに開催)。 瀬戸内の景観や自然、文化

などはもとより「わがかがわの食の魅力」にも出会えます。安心・安全な食品を提供するために日夜努力

されている皆さま方と情報交換できることを楽しみに、会員一同心よりお待ちしております。

|「中等11111響多の食11な0待 |‐|ていず|す|||
◇令和7年 7月 3日 (木)◇ 参カロ予定 :約800名
金ソラリア西鉄ホテル福岡

この大会は、九州各支部の関係者が一堂に集い、交流を深め、意見交換する場と ず雫甲訂甲牛琴訂
して意義深いものであり、充実したものとなるよう準備を進めています。

今回は、より効率的な大会運営を目指し、 1日 での開催に変更しました。皆さまには新たなこ負担を

おかけするかと存じますが、こ理解、こ協力を賜りますようお願い申し上げます。

皆さまのお越しをお待ちしております。

誦 1議集

令和7年 1月 31日 (金)午後 2時より食品衛生センター (東京都台東区)6階講堂にて「衛生管理推進

委員会」を開催し、昨年度選出された貝」竹委員長 (愛知県支部長)を議長に議事が進められ、令和7年度

は以下のとおり進めていくこととなりました。

OttXElフ年度巡回指導重点指導目標の設定

令和7年度の巡回指導重点指導目標および同年度より決定し

た手洗いマイスター活動スローガンは以下のとおりです。

畔 静 鞘 蒙 ‐ 食中詢 認 団 策|=1苺弱 制
衛生管理推進委員会 会議風景



食品衛生指導員による、巡回指導の重点指導目標は昨年度に引き続き、「HACCPの 考え方を取り入

れた衛生管理の定着と振り返り」とし、「食の安心・安全・五つ星」事業を活用した効率的な実施に向けて

サブタイ トルを設定いたしました。

また、食品衛生指導員活動において重要な役害」を担う「手洗いマイスター」活動は、事業者のみならず

消費者に対する衛生意識の向上に有効なものとなつており、本活動の活性化を目的にスローガンを掲げ

ましたので、今一度手洗いマイスターによる衛生的な手洗いの普及にこ尽力いただきますようお願いい

たします。

OF食の安心。安全・五つ塁」事業のHACCP型の推進策につしヽて

従来型プレー トの廃上に伴い、HACCP型への移行促進のため、以下の推進策により進めていくこと

となりました。

1登録料・更新料に含まれるプレー トの代わりに、ステッカー、ポス

|%蓼胃11零ツ ターの掲示を必須とし、HACCP型 プレー トを掲示希望の方は、

別途有償頒布といたします。

②頒布資材等の価格改定 記録簿やプレー トなどの資材について、価格改定を実施します。

「10手亨唐になうた言:象.の承認 各業界団体が作成した手引書に沿つた記録簿の使用を承認します。

?捌全繁T'甘
○ その他

「手洗いマイスター活動支援助成制度」の見直し
・「食品衛生指導員制度要綱」「食品衛生指導員制度運営規程」の改正について検討

食品衛生指導員活動特別補助金配賦基準見直しの検討             (食 品衛生推進部)

「あんしんフー ド君J等共済加入者を中心に五つ星事業の推進をお

願いします。

‖ACCP型推進策

令和7年 2月 ]0日 (月 )午後2時より、食品衛生センター6階講堂において、第 10回 普及啓発事業委

員会を開催いたしました。前回に引き続き、小泉委員長 (愛媛県支部)を議長に議事を進行いたしました。

○賣任者ハン ドブックの価格改定案、養成講習会eラーニングの標準的受講料の改定案

日食協では、食品衛生責任者養成講習会のテキス トを令和2年の初版発干」時より定価880円 (税込)か

ら2害」引きした704円 (税込)で こ提供してきましたが、近年の用紙代、インクなどの資材費、運送費等

の値上げが続き現状維持が困難なことから、令和8年度より食協納品価格を改定する案とともに、養成

講習会eラーニングの標準的受講料値上げ案についてこ意見をお聞きしました。

○養成講習簾 ラーニングの多言語化

責任者養成講習会をeラーニング化して以降、eラーニング講座の多言語化につしヽて複数支部より要望

を受けており、その実現に向けて日食協内で具体的な検討を重ねた結果をこ報告するとともに各委員の

こ意見をお聞きしました。

○責任者実務講習会のテキス ト、eラーニングの普及推進

日食協では、実務講習会用のテキス トを令和2年度に発

刊し、多くの支部にこ利用いただいていますが、30数支部

でこ利用いただけておりません。

またeラーニングは、令和3年度から実務講習会用として

システムの提供を開始し、令和5年 1月 から日食協制作の教

材の提供も始め、eラーニングに利用できる教材・システ

ム等の一層の拡充を図つていますが、eラ ーニングのこ利用

は10支部に留まつています。実務講習会テキス トの一層の

こ利用とeラ ーニングの普及推進についてうかがいました。

本委員会での意見交換をふまえ、今後の事業推進に役立ててまいります。 (出版部 )

小泉委員長

普及啓発事業委員会 会議風景



令和7年 2月 14日 (金 )午後2時より、食品衛生センター6階講堂にて第 ]0回福利厚生委員会を開催い

たしました。本委員会は、前回に引き続き小池委員長 (長野県支部)を議長として議事を進行いたしました。

はじめに報告事項を説明後、下記の協議事項についてこ協議しヽただきました。

○「食晶営業賭4賞共満」VVeb受付システムの今後の方向性について

令和6年 10月 に稼働いたしました「食品営業賠償共済」Web受
付システムにつしヽて、早期定着・安定化への習熟期間設定の取り組

みと、同システムを用いた共済契約の増加取り組みに向けた今後

の方向性について協議しヽただきました。しヽただいたこ意見を参考

に、今後も利便性の向上や会員管理など事務受付にとどまらなしヽ

機能拡張について検討してまいります。

○「食晶営業賠償共済」静」度の各種交付金案につしヽて

令和7年度において、以下の2つの交付金案について協議いた

だきました。

0「食品営業賠償共済」Web受付システムの使用にあたり、同システムを使用し加入受付事務や契約

および実績管理を行つている支部支所を対象に交付

0「あんしんフー ド君」加入実績において前年度比加入件数が増加した食協に対して交付

○「食晶営業賠償共測 備」度tll入受付業種の見直しについて

現在の共済金支払い状況や、よりわかりやすく加入しやすい制度を目指し、食品衛生法の営業許可業

種 (届出業種含む)に基づくとともに食品営業にかかるリスクを総合的に勘案した営業種の見直しにつしヽ

て協議いただきました。いただいたこ意見を参考に、業種ことの公平性を欠くことなく、加入推進につ

ながるようなわかりやすい営業種の設定を検討してましヽります。 (共済部 )

福利厚生委員会 会議風景

甲食協では「HACcPに基づく衛生管理」に関する研修として、さまざまなステップにおける研修会を実施しています。
令和フ年度の開催日程t申込期間等|ま詳細が決まり次第、1順次ホニムペ■ジにてこ案内させてしヽただきます。
また、本研修とは別に、各種テニマのeラ■ニング講座もこざいますので、研修会と合わせてこ利用いただいた

り、1社内研修の■環としてeラ十二ング講座をこ利用いただくなど、幅広くこ活用‐いた.だいております。eラ‐ニング
につきましては、下定期間中ていつでもこ利用いただけますので、こ自身のペースでこ受講いただけることもメーリーット
です。             | ‐

※HACCP導入研修 (eラ ■ニング十ライブ配信)は別途予定 1)「HACCPシ ステムにつしヽて相当程度の知識を持
| つと認められる者J(平成9年 2月 3日付け衛食
1 第31号 衛乳第36号(厚生省生活衛生局食品保
1 健浮し肉衛生課長連盟通知)の要件に対応してい

る研修         ‐
1)基礎研修の受講もしくは微生物の基礎知識を有

していること
―
が必要です

2)HACCP導入に関する研修もしくは3日間相当の
研修lIの受講が必要です .   ‐ |

3)HACCP妥 当1生確認:検証研修の受講が必要です

食品の衛生管理の基礎となる一般的な衛生管理や、病原微生物について学びます。
ライブ配信
(5月 頃予定)

集合型
(6月 頃予定 )

コーデックス HACCPにそつて、フ原則 12手順について学び、座学とグルー
プ演習により自ら HACCPを 構築できる人材を育成 します。

eラーニンク
+ライブ配信

(9月 以降予定 )

HACCPを運用するうえで、一般衛生管理は車の両輪として重要な役害Jを果たし
ます。本研修では、コーデックの食品衛生の一般原則やより大きな注意を要する
GHP、 八ザー ドコントロールについて理解を深めます。

HACCP妥当性
確認 検証研修

eラーニング
十ライブ配信

(9月 以降予定)

CLやモニタリング方法等 HACCPプランを決定するうえで科学的根拠として
必要となる妥当性確認の実施方法、日ACCP運用に必要な検証の考え方を習得
します。

HACCP指導者
養成研修

eラーニング
十ライブ配信

(調整中)

個人や地域による差が生 じないよう、力量の平準化を図り、HACCPを導入
運用する事業者に指導 助言できる人材を育成 します。ここでは座学と演習課
題に取り組み、グループ演習、討議等を通じて指導 助言の力量向上を図ります。

HACCPに基づく衛生管理の研修会ステレプ



1     表轟戯憮象の崚棄血
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食品衛生研究所で|よ、食品検査や品質管理業務に携わる皆さまのスキルアップを支援する実習研修会を開催
しています。
経験豊富な講師陣と専門スタッフが直接指導 |

最前線で活躍するプロフェッショナルが、最新の知識と実践ノウ八ウをていねいに指導します。
広々とした実習環境と充実した設備を活用しながら、機器の操作や検査手法を実際に手を動かして学ぶ実践

型の研修です。
「聞しヽて終わり」ではなく、「できるようになる」研修だから、すぐに現場で役立ちます |

「基礎から応用までJ幅広しヽ内容で、初心者の方も経験者の方も即戦力となる知識と技術を身につけられます |

今回は、2025年度に開催予定の実習研修コースをこ案内しヽたします。

の特におますめ !

「理化学試験の基礎実技研修」(5月・2月 )は基本を
しつかり学べる人気コースです。
食品微生物に関する研修は「入門 1日」、「初級2日間」、

「中級2日 間」と|1頁 にステップアップする内容ですので新
入社員研修やスキルアップ研修に最適 |

研修をイ予う

実習室の写真

02025年度 実習研修スケジュール (予定)

脚 |―
5月 2月 理化学試験の基礎実技研修

5月 食品微生物入門 1日

6月・10月 食品微生物初級2日間

6月 11月 異物混入対策

9月 食物アレルギー検査実習

10月 食品汚染カビ検査実習

11月 食品微生物中級2日間
*2025年 2月 現在

●最新情報 |よ公式サイ トで |

今後の詳細やお申し込み情報は、随時ホームペー
ジ にてこ案内いたします。

実践的なスキルを身につけたい方、ぜひこ参加く
ださい |

検査事業部

TEL:042-789¨0212
E―rnail:kenshu@ifha.or.ip

(共 1済部)



万が一の盗難被害にも対応!現金盗難等補償特約のご案内

大事な売上金を守る!現金盗難等補償特約の支払い事例

‐事故|

分類|
1義分 1報肇肇事

1共済加入
,1ヽ||ネ 営業種類

'

一０
一

駐書間年 鵜一懃支郡■ を所■ 休業掛金(的

]

食
中
毒

カンピロ

バクター

20240920 岐阜県 羽島
あんしん

フード君
飲食店

18,400

3700

提供した料理によるカンピロ

バクター食中毒。損害賠償金

のほかに体業期間 4日 間分の

休業補償金および各種費用に

て消毒費用、生産物自体の損

害を支払つた。

4

賠

休

特

消

生

計

73,0フ O
215,598
28,86フ

337,307
78,340

733182

2 20240720 山形県 北村山
あんしん

フード君
飲食店 8500 提供した焼きとりによるカン

ピロバクター食中毒。
2

賠

特

計

71,700
7,170

78870

3 クドア 20241129 香サ県 小豆
あんじん

フード君
飲食店 8,500

提供したヒラメのカルバッチ

ョによる食中毒。
10

賠

特

被

計

62,570
6,257
5,562

74,389

4

施
設
賠
償
事
故

施設リスク

20241102 静岡県 〕燿
あんしん

フード君
旅館 (所 ) 6,000

店舗駐車場にある植栽の枝が

強風で飛び、お客さまの車両

に接触し破損させた。

施 :  958,529

特 :   95,853

計 :1,054,382

5 20241019 愛矢□県 設楽
あんじん

フード君
飲食店 18400

旅館内で トコジラミが発生し

宿泊客が咬傷被害にあつた (

宿泊客への賠償金を支払つた。

3

施

特

計

6070
607

6.677

6

業務リスク

2023103] 名古屋市 中
あんじん

フード君
飲食店

０

０

０

１

８

０

４

５

０現

従業員が誤つて酒をこぼし、

16名分のlllを汚損した。

施 :  557,7]5

特 :   55,772
計 :  613.487

７

　

　

一　

　

８

20240409 愛知県 春 日丼
あんしん

フード君
士出し 弁 11000

従業員が客先の窓ガラスを誤

つて勢いよく開けて しまい、

破損させた。

施

特

計

341.000
34,100

375,100

漏水リスク 20240911 東京都 武蔵野
あんしん

フード君
飲食店 8.500

店舗の給湯管から漏水し、階

下の店舗を汚損した。

施

特

計

918,564
91,856

1,010,420

9 受
託
物
賠
償
事
故

受託物リスク 202411 10 岩手県 化巷
あんしん

フード君
仕出し 弁: 11,000

借用していた発電機を許容量

を超えて使用したため、過電

流により破損させた。

受 :   ]7,490

特 :   1,749
計 :   19,239

] 携帯品リスク 20241030 長野県 長野市
あんしん

フード君
飲食店

158,000

19900
店舗内でお客さまの靴が盗難

にあつた。

受

特

計

21,250
2,125

23,375

l]
一鰺

辟 lm2410,05 福岡市 酵 鶴 飲剣む 淵
写

計 酬

そ
の
他

リコール費用 20240822 北海道 岩見沢
あんしん

フード君
食品製造業

565,000

60,700

加入者がオー トミールを製造

した際に包装の製造所固有記

号に印字不良が発覚 し、自主

回収を行つた。各種費用にて

リコール費用を支払つた。

り 1 1,808,780

計 :1,808,780

支払い日(2024121～ 1231抜粋)

※太字の箇所は共済金が100万円を超えるもの。

※こ加入さrlた支部 支所と営業所在地が異なる場合があります。

賠 :生産物賠償金、施 :施設賠償金、受 :受託賠償金、被 :被害者治療費等

消 :消毒費用、生 :生産物自体の損害、り :リ コール費用、

休 :店舗休業補償金、現 i現金盗難等補償金、特 :特別費用、計 :合計共済金



,1笥絲

`
別のお客様にケガをさせた: f

次のよ       れます
=ll■

―JI"■ルと考幸k鶏搾難れます0

t

嘱 茫 鮨 肝 1温 1協

:ザ
住所幸議調輪束轄 丁目15-7鯛

ジブラルタ生命のライフプラン・コンサルタントが、あなたとご家族の生涯に

わたるご希望、将来設計などをお聞きして、あなたに必要な保障額 (保障の

カタチ)を算出し、それに合わせた保険をオーダーメイドします。

儡 黎 囃 魃 魏

吉
釉
蜀

「輪+籟 の1安|む」

||:‡‡‡|||||||||||||‡|||||||||||||||‖ ||1鯰仄‡|1咆仄‡咆
ジブラルタ生命の鬱イツプ機粋 ‐摯ン鸞∫鬱タン春は、お客様.それぞれ―の状況に応じてt‐保険にようて備えておくべき
経1済的なリスクを野9磯 童の1資金に分類し、|万■の死亡や不測―の入1院などに際しても:ご家族が困るこ―との無いよう
最適なプランの|ご提案を行うています6詳しくは当‐社めライフプラン・コンサルタントttご相談ください6● ‐■|‐ ■ |

ジブラルタ生命保険株式会社
ミ ナ  ジ ブ ロック

春

本社/〒 100-8953東 京都千代田区永田町2-13-10 饒咎罵袢粽p鸞 晰蜀烙
(日 祝 年末年始を除く)
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ff健康輻

■体裁 :B5判・約80ページ   |
■定価 :単品612円 (税込)   |

年間購読7,344円 (税込)|
■送料 :単品は一律500円    ‐

年間購読はサービス   |

:齊ξ鍵嘉1國

特集がカラ|■|で見やすくt難しい内容|を平易に解説

J寵,議a億まE肇続:まをむ魔琴壼Li島鶴糠よ凛縫畠

分ぎご案:み[握もξξき驚 ||「|)`ヽ||

|け 鎮で大き|ざぎ丁度いい

|‐ ■■‐|  ‐‐    ||       || |   ||
||| ‐| |   || ‐     |   ‐

 ‐‐    ‐
 ‐‐ |   || 

‐   |     |‐   |||

扮 う)|IⅢⅢ I■→‐
食と健康 惧|,「食品衛生研究」

饂 饉 般 1輩 箸馬呈灯 5輝
三Д信蒜 :[巫 翠 [～1』i[111●【受章演題1食肉製品わヽら|

=

`||

定期購読 書籍のご注文、お問い合わせは 公益社団法人日本食品衛生協会 出版部普及課まで

TEL 03‐5830‐ 8806 FAX 03‐5830‐8810 メ…リレアドレス fukyuuka@jfha.or.jp

鳥藁

'|1壼

[1鷺i嵩』:琲絶:A』虞JI唸晨、ど彙:ま丸輛韓重よIttL

出版部では、「食と健康」の定期購読推進のため、各種講習会やイベン ト時に配布できるチラシをt~用意 しています。

日食協インターネットシ∃ップにてお申し込みいただけますので、ぜひこ利用ください (10枚セット～ 送料サービス)。


